
山の木陰に生える多年草。花をつける茎は高さ8-20cmになり、まばらに多細胞の縮れ毛があり、基部の節

から長く地表をはう走出枝を出す。葉は2-5cmの葉柄があり、5角状心形で不ぞろいの浅い切れ込みが

あって長さ2-5cm、幅1.5-3.5cm。花は上部の葉腋にややまばらにつき、淡紫色で長さ約2.5cm。萼は5裂

し、裂片は鋭尖頭。花冠は長い筒があり、上唇は2裂し長さ約4mm、下唇は3裂して開出し、中央裂片は大

きく、さらに2裂し長さ約7mm。花期は4-5月。

近年、シカの採食による影響によって開花がみられなく
なってきている。

－
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

宍粟市、佐用町、養父市、朝来市

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

シソ科

兵庫県ランク…オウギカズラ
環境省ランク… －Ajuga  japonica  Miq.


